
(1998)MolecularGeneticAnalysisof

AncientJapaneseDogs.International

CongressofArchaeozoology(Åug.1998,

Victoria,Canada)

6)Okada,S.,Shigehara,N.,Mouri,T.&Suwa.,

F.Microvasculatureoftheolfactoryorgan

in Japanese monkeys.Experimental

Biology(APT.1998)

7)Okada.S.,Suwa,H.& Shigehari,N.

(1998)Comparativestudiesonthelingual

papillaeofprimates.第103回日本解剖学会総

会 (1998年3-4月.大阪).解剖学雑誌73(4):422.

8)Shigehara,N.(1998)ThePrehistoricdogs

ofJapanvs.modernJapanesebreeds.

InternationalCongressofArchaeozoology

"A WorldofDogs;theirarchaeological

history….presymposium Lecture(Åug.

1998,Victoria,Canada).
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一和文-

1)相見浦 (1998)スマトラ霊長類の分布の特徴.

忠良蛸研究11:249.

2)岡EI]成賛 ･茂原信生 ･毛利俊雄 ･諏訪文彦

(1998)原泊類の舌乳頭について 第14回日本霊

長規学会(1998年6JL岡山).霊長規研究 14(3):

269.

3)茂尻fL言生 ･高井正成 ･瀬戸口烈司･Federico

Anaya(1998)南米コロンビアの中期中新世の

ティティ蛸の化石.日本古生物学会1998年年会

(1998年1月,仙台).

4)茂原信生 ･高井正成 ･国松豊 ･苦学平 ･鄭良

(1998)中国中新世類人猿L,ufTengpJ'thecusに見

られるエナメル質減形成.第14回日本霊長類学

会大会 (1998年6月.岡山).霊長規研究14(3):

250.

5)茂原信生 (1998)画像ヂ-タベースによるヒ

ト頭蓋骨の計測の一例.第52回日本人類学会

(1998年9月,札幌).

6)高橋秀雄 ･山下真幸 ･史常徳 ･芹沢雅夫 ･茂

原信生 (1998)頭蓋のディジタル画像データ損

影処理システム 第103回日本解剖学会総会

(1998年3-4月,大阪).解剖学雑誌73(4):452.

7)高井正成 ･茂原信生 ･FedericoAnaya･瀬戸

口烈司 (1998)中期中新世のティティ規 (広鼻

猿類)の化石.第14回日本霊長類学会大会

(1998年6月,岡山).霊長類研究14(3k250.

8)高井正成(1999)ミャンマーの始新世の真放類

化石.中部人類学談話会 (1999年3月.名古屋).

社会生態研究部門

生態機構分野

杉山幸九 ･森 明雄 ･松村秀一

く研究概要)

A)西および束アフリカに生息する大型納入狼の

行動 ･生態学

杉山幸九 ･MichaelA.Huffmanl)･

竹元博幸2)･松原 幹2)

全頭個体識別のもとに長州追跡してきたギ

ニア国ポッソウの野生チンパンジーについて,①

遊動域内の植物季節と糞分析による採食虫の季節

変化調査を継続した｡②全個体の式､尿,災内の

毛をDNA分析のため採集した｡現在分析中であ

る｡③近隣個体群との遺伝的類縁度を明らかにす

るため､ニンバ山のチンパンジー生息地における

上記資料の収張を開始した(集団迫伝分野 ･嶋田

誠との共同研究)｡◎野外突験も含めた道具使用行

動のVTR記録の分析 ･整理を進め､その発達と伝

播の分析をおこなった｡

さらに､ウガンダ国ブドンゴ森の野生チン

パンジーについて,寄生虫感妄削こ対する自己治嫉

行動の行動生態学的調査を行い.採良品目と非栄

養的摂取物の薬効作用について研究した (京都

大･大束 肇､近畿大･小晴水弘一､村上 明､オ

ランダ国ライデン大･A.Poldermanとの共同研

究)｡

B)ヒヒ類の研究

森 明雄

エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダ

ヒヒのポピュレーションの研究を行っている｡エ

チオピア北部の袋田とは隔離されたこのゲラダヒ

ヒの小ポピュレーションは､ユニット構成が不安

定で､各ユニットの独立性が高い｡両地域の生態

的､社会的特徴の比較から.ゲラダヒヒのバンド
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を成立させる純要因の検討を行っている｡また､

昨年度に続いて.サウジアラビアのマントヒヒの

調充を行った｡サウジアラビアのタイフ巾のゴミ

埋め立て均に処まる巨大なマントヒヒの群れの行

動学的 ･社会学的調充を行なった｡この群れでは

メスの自由度が布く､エチオピアのマントヒヒと

はかなり兄なった社会柄造を持つことが予測され

た｡水喝周辺に集まるマントヒヒの行動を至近距

即から悦察記録した｡これらの研究は､重層社会

を持つゲラダヒヒとマントヒヒの行動の系の比較

から盃層社会の特質を明らかにしようとするもの

である｡

C)東南アジアに生息する霊長規の生態および社

会行動に関する研死

松村秀一 ･岡本暁子3)

マカクの社会行動の進化に関する比較研究

の-現として.インドネシア ･スラウェシ島に生

息するムーアモンキーの野外研究を続けている｡

10年間の継続観察で得られた生活史や繁殖につい

てのfi料をまとめた｡また､サルと鳥が混群を作

っていることを明らかにし.鳥が得ている利益に

ついて検討した｡一方､タイにおける短期間の野

外調査もおこなった｡野外視察と同時に､サルの

社会行動に関するゲーム理論的研究､個体の空間

分布に関するシミュレーション研究をおこなっ

た.

D)ニホンザルの採食 ･繁殖生態と個体群動態の

研究

杉山幸九 ･森 明雄 ･松村秀一 ･

JosephSoltis4)･

Vanessa∫.Hayes5)･

栗田博之2)･松原 幹2)･

早川祥子2)･藤田志歩2)

ニホンザル個体の社会的地位と採食 ･繁殖

暇略との関係の解明のため､宮城県金華山､長野

県地獄谷､大分県高崎山､宮崎県事由､鹿児島県

屈久由の自然群および餌づけ群を対象に研究を進

めてきた｡金華山では雌の外見的発偶や性行動と

ホルモン測定による生理的発mの関係を調べた｡

拓崎山では体弧 体長と出産･率!･幼児死亡率の性

差や年変動を雌の社会的地位と関連して分析し

た｡幸助では､若いオスと性成熱を迎えたオス.

ヒトリザル､小さな分刻印のそれぞれの遊動域を

食物分布と関迎させながら研死している｡屋久由

では.交fa牢における究t17雌と班の近抜関係､雌

の交招相-手の遇択と社会関係の変化､班の交TS頻

度と父性などを社会的地位と関迎させてm充 ･検

討した｡

E)霊長鰯の採企メニューに含まれている茶効成

､分の研究

MichaelA.Huffmanl)･

松原 幹2)･藤田志JJ22)

霊長類の採食行動 ･鯉康維持との関係の解

明のため､ニホンザル (屋久島､金準山､嵐山)I

チンパンジー (タンザニア国マハレ､ウガンダ国

プドンゴ)､ワオキツネザル､シフアカ (マダガ

スカル国ペレンティ)の自然群および餌づけ群を

対象に共用作用分析のため採食物の採処を開始し

た (熊田迫伝分野･平井慣久､双郡大 ･大東取,

京都大 ･JamesWakibara､近硯大･小沼水弘一.

村上 明との共同研究)｡

く研究兼摂)

論文

一英文-

1)Furuichi.Tqldani.G.Jhobe.H..Kuroda.Sq

Kitamura.K..Mori.A..Enomoto.T..

Okayasu.N.,Hashimoto.C.& Kano.T.
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InternationalJournalofPrimatology19
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Mountains.InternationalJournalof

Primatology19(6):999-1011.

3)Matsumum.S.(1998)Relaxeddominance
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1)COE外国人研究n 2)大学院生

3)4/1から9/30まで研修El､10/1から3/31まで

COE非常勤研究f1
4)日本学術振弼会外国人特別研究員

5)招網外国人学者
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7)杉山宰丸 (1998)ポッソウ ･チンパンジー研
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社会構造分野

加納臨空 .大将秀行 ･的木 克

く研究概要)

A)ボノボ(Panpaniscus)の分村と生態的特性

(文部省科学研死柁祁助企国際学的研死)

(1)コンゴ森林における野生ボノボの社会

及び行動の研死

加納随至 ･橋本千絵1)･田代杓子2)

コンゴ民主共和国 (旧ザイール)ジョル地

区ルオ保岱区ワンパ森林のボノボの縦純調査を行

っている｡1998年度は波航自粛軌皆のため現地

調査はできなかったが､退去に収処されたfi料に

基づき行動の分析を行った｡

(2)兜アフリカのタンザニアにおける野生

チンパンジーの研究

加納隆至

ルクワ地域とマシト地域 (フィラバンガ盆

地)において.チンパンジーの密度と適応に関す

る調査を行った｡

(3)ウガンダのカリンズ森林におけるチン

パンジーと他種霊長類の生態学的研究

加納隆至 ･楠木千絵1)･田代杓子2)

1998咋度の調光で､チンパンジーとロエ

ストモンキーの人付けに成功した｡この両種につ

いて採企生態と処田桐成の間の関係が研究され

た｡
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